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1 目的

高知県のーそうかけまわし沖合底びき網漁業（以下、「沖合底びき網漁業」という。）は、ニギス、

アオメエソなどの土佐湾の底魚資源を有効活用できる漁業として古くから操業されてきた。

しかし、近年の魚価の低迷や経費の増大等を背景に廃業が相次ぎ、直近の実質操業は 1隻のみと

なっている。

この状況が続けば、近い将来、高知県の沖合底びき網漁業は消滅し、漁業生産現場での就労の場

の喪失のみならず、産地市場を運営する漁協や流通、加工業者等にも影響がおよび、さらに漁村集

落の衰退が懸念される。 一方、ニギスやアオメエソ等の底魚資源は、漁獲量に対して余裕があると

の見解が独立行政法人水産総合研究センターの資源調査から示されており、資源水準の面からみれ

ば、沖合底びき網漁業の存続は十分可能であるとされている。また、沖合底びき網漁業は、平成 22

～24年度の御畳瀬市場の全水揚げ量の 78%、全水揚げ金額の 70%を占める当該地区の基幹漁業で

ある。

そこで、本計画は、沖合底びき網漁業の経営体質の強化と底魚資源の有効活用を促進するため、

①漁船の省コスト化、②漁獲物の鮮度向上、③鮮魚流通や加工品利用の多様化による販路拡大など

に地域が一体となり取り組むことで、低コスト・高収益型の漁業経営体の確立に向けた漁業の構造

改革を推進し、沖合底びき網漁業の存続を目指すものである。

2 地域の概要等

( 1 ）地域の概要

である。背後にせまる山と浦戸湾との

聞のほぼ南北に広がる平地に沿って

民家が立ち並ぶ細長い地勢で、高知市

中心部からのアクセスは地区の南端

から集落を貫き北端で行き止まりと

なっている。

都市近郊型の漁村ではあるものの、

周辺から切り離された一種独特の雰

囲気を醸し出している。当地区は、古

くから底びき網漁業が盛んな地区で、

．向・，..... ． 
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5トン未満の漁船で操業する小型底びき網漁業と、沖合底びき網漁業が主な漁業である。沖

合底びき網漁業の操業が始まる秋になると、地元の加工業者がニギスやアオメエソの干物の

製造を始める。天日干しする簾のこが集落を貫く県道沿いや御畳瀬漁港内に並ぶ風景は、毎

年のように新聞等でとりあげられる風物詩で、製造元直販の干物を求めて多くの人々が御畳

瀬を訪問している。
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( 2）御畳瀬地区の沖合底びき網漁業の現状

ア操業形態

御畳瀬地区の沖合底びき網漁業は、大正後期に茨城、島根、長崎方面から技術導入され発展して

きた。前述のとおり魚価の低迷や資材等の高騰による経営不振等で廃業が相次ぎ、昭和 46年には

8隻操業していたが、現在では高知県漁協御畳瀬支所所属 1隻、浦戸支所所属 1隻の計2隻にまで

減少しており、このうち浦戸支所所属の 1隻は休漁状態のため実質稼働は御畳瀬支所所属の 1隻の

みとなっている。
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高知県所属沖合底びき網漁業経営体数の推移

出典：沖底漁業許可船名簿（846～859）、沖底漁場別漁獲統計年報（860～H24)

当該漁業は、大臣許可漁業で、操業期間は9月から翌年5月までの9カ月間であり、 6月から 8

月の 3カ月間は休漁となる。主な漁獲物は、ニギス、アオメエソ、キダイ、ハモ、アカムツ等で漁

獲量の約 55%をニギスが占めている。魚種ごとに生息水深が異なり、ニギスは 150～450m、アオ

メエソは 150～400m、キダイ及びハモは 80～lOOm、アカムツは 100～250mに主に生息する。
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図3 魚種別水揚量と割合

（平成22～24年度の平均合計345トン）
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漁獲物は、船上で木箱（26kg／箱）に詰め、施氷して魚倉で保管し、操業毎にこの作業を繰り返

す。

出港は、午前 1時～2時頃で漁場へ到着次第操業を開始する。 1回あたりの操業に要する時間は 1

時間半ほどでこれを 1日に 4～5回程度行う。漁がない時や早い時点で漁があった時は、夕刻までに

帰港する場合もあるが、多くの場合、日没前後に帰港し陸揚げ作業を行う。

イ水揚状況

御畳瀬市場の平成 22～24年度の平均年間水揚げ量は 443tで、その内訳は沖合底びき網漁業

345 t、小型底びき網漁業 89t、その他漁業9tとなっており、沖合底びき網漁業が御畳瀬市場の

漁獲量の 78%を占めている。

御畳瀬市場の平成 22～24年度の平均年間水揚げ金額は 96,700千円で、その内訳は沖合底びき網

漁業 67,950千円、小型底び、き網漁業 24,760千円、その他漁業 3,990千円となっており、沖合底び

き網漁業が御畳瀬市場の漁獲金額の 70%を占めている。

沖合底びき網漁業の平成 22～24年度の平均年間操業日数は約 112日で、操業回数は約 512回、

漁獲量は約 345t、漁獲金額は 67,950千円、 1操業あたりの漁獲量は約 674kgとなっている。
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図4 漁業種類別水揚げ量
（平成22～24年度の平均合計443t) 

図5 漁業種類別水揚げ金額
（平成22～24年度の平均合計9,670万円）

ウ競り・流通

水揚げされた沖合底びき網漁業の漁獲物は、木箱に施氷した状態で市場内に保管され、翌朝午前

3時 30分から 14業者による競りが行われる。なお、 9月は漁場が紀伊水道側のため、漁獲物は高

知県東洋町甲浦へ一旦陸揚げし、甲浦から御畳瀬市場へ陸送している。

ニギスやアオメエソは、 主に干物加工の原料として利用される。加工業者は、御畳瀬地区に4業

者、地区外に 5業者ほと、いる。また、漁獲物の一部は、仲買業者を介して主に加工用原料として県

外へ出荷されている。

ニギス、アオメエソ以外の漁獲物は、鮮魚や練り製品の原料として取引されているが、一部の魚

種を除き「底びき物Jということもあって評価は低い。なお、ハモは船上で活け〆して出荷してい

る。
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エ漁船

使用漁船は、船齢 35年の 37トン型 FRP漁船で、乗組員は 10名である。また、漁獲物の陸揚げ時

には、船主が陸上作業員を 8人パート雇用している。

当地区では、同業船の減少により資源の減少や漁場競合の不安は少ないが、船齢の高齢化による

修繕費の増大などが経営を圧迫しており、新船建造は進んでいない。

しかし、減トンにより操業コストを削減し、魚価の維持向上を図ることができれば、十分に利益

を確保し存続できると考えられるため、将来にわたり安定した漁業経営を営むためには、早急に漁

船の構造並びに操業方法を改革し、収益性の改善を図る必要がある。

3 計画内容

( 1）参加者等名簿

ア 地域協議会委員名簿

所属機関名 役 職 氏 名 備 考

高知県信用漁業協同組合連合会 業務管理部長 辻英昭 漁業団体等

高知県漁業協同組合 参事 襖本健也 II 

II 御畳瀬支所 地区委員長 久保修一郎 II 

干魚のやまさき 代表 山崎裕正 流通・加工

大西商店 II 永吉誠志 流通・加工

大熊水産（株） 専務取締役 川崎員澄 流通

高知大学教育研究部自然科学系農学部門 教授 森岡克司 学識経験者（加工）

（独）水産総合研究センター開発 副所長 堀川博史 II （底魚資源）

調査センター

高知市農林水産課 課長 池内章 地方公共団体（役職指定）

高知県水産振興部中央漁業指導所 所長 小 松 章 博 II （役職指定）

II 漁業管理課 チーフ 津野健太朗 用（役職指定）

イ 漁船・漁具漁法合理化支援部会委員名簿

所属機関名 役 職 氏 名 ｛繭 考

高知県漁業協同組合御畳瀬支所 地区委員長 久保修一郎 漁業団体

（高知県沖底組合代表）

幸成丸 船長兼漁労長 山崎智史 沖底漁業者

（有）相木造船所 専務取締役 柏木賢一郎 造船

（有）アズマ機工 代表 東幸二 機関

（独）水産総合研究センター開発調 委員 粛藤哲 学識経験者

査センター：沿岸域における漁 （沖底漁具漁法）

船漁業ビジネスモデ Jv研究会

小型底びき網漁具専門部会

4 



ウ事務局員名簿

所属機 関 名 役． 職 氏 名

高知県漁業協同組合 御畳瀬支所支所長 上 回 一 教

" " 主任（会計） 山 崎 保 子

" " 指導 久武雄一

( 2）改革のコンセプト

沖合底びき網漁業において、①漁船の省コスト化、②漁獲物の鮮度向上、③鮮魚流通や加工品利

用の多様化による販路拡大などに地域が一体となり取り組むことで低コスト、高収益型の漁業経営

の確立を図る。

く生産に関する事項＞

ア漁船の小型化

現在の 37トン型から 19トン型へ小型化した漁船を建造し、船舶検査費、修繕費などを削減すること

で、経費を削減する。

イ 省コスト化に関する事項

綱の巻き取り方法の変更（移動式巻き取り機→ウインチによる直巻き）に取り組むことにより、

乗組員を削減し、人件費を削減する。

省エネ機関の導入などにより、漁船の省エネ化を図り、燃油消費量を削減する。

ウ 船上での漁獲物の鮮度管理

漁獲物を殺菌冷海水により船上で急速初期冷却し、これをニギス・アオメエソ（刺身用）、アカム

ツなどは発泡スチロールに、その他の漁獲物は木箱に荷立てし、施氷したのち断熱材を採用した魚

倉で保管する。

このことにより、鮮度を維持し、販路開拓を併せて行い需要の増加を図る。

エ漁業資源への配慮

網の袖網の百合いを現状の 30～60mmから 60mmに統一し、小型サイズの漁獲物への漁獲圧を

減少させる。

オ船上での作業環境等の改善

①パルパスパウ、バルジ、②フラップラダ一、③モニターカメラを導入することによって、①作

業環境、②操作性及び③安全性の向上を図る。

カ 漁船の居住環境等

①乗組員の寝台は十分なスペースを確保、②賄室はオール電化、③トイレは洋式とし新たに簡易

シャワーを併設する等の取組により、良質な居住環境を創出し、労働意欲の維持・向上、安全性の
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向上を図る。

＜流通・販売に関する事項＞

キ 漁業資源の有効利用に関する事項

漁業資源を有効に利用し経営を安定させるため、需要のある魚種を中心に操業することにより、

平均水揚げ単価を上昇させる。

ク 新たな流通経路の開発

相対取引により仲買人に迅速に漁獲物を引き渡すことにより、物流の可能性を拡大させ、目的地

へより鮮度のよい状態で配送できる仕組みを作り、需要の増加を図る。

また、①高知県漁協販売部が新たに仲買人として参入、②取引のない県内加工業者へ販路拡大活

動、①ハモの活魚出荷、②高鮮度アカムツの出荷、③ニギス、アオメエソの刺身商材を飲食店に普

（ 及などを行うことにより、沖底漁獲物の消費拡大を図る。

（ 

さらに地元行政（高知県及び高知市）の協力を得ながら、魚食普及・各種イベントでの販売促進

を行うことにより、沖底漁獲物の認知度向上、消費の拡大を図る。

く支援措置の活用に関する事項＞

－改革計画の実証：もうかる漁業創設支援事業（平成27年～28年）

－新規建造に係る資金借り受け：漁業近代化資金（高知県信用漁業協同組合連合会）（平成 27年度）

・漁船漁業の体質強化：漁船漁業再生事業（平成27年度）

6 



( 3）改革の取組み内容

大事項 中事項 現状と課題 取組記号・取組内容 見込まれる効果 効果の根拠

－漁船の老朽化による修繕 037トン型から19トン型漁船へ 020トン未満船になるため船舶検査費用が

費の増大や漁船検査費が 転換（漁船の小型化） 削減

漁業経営を圧迫 0昭和52年建造（船齢35年）の高齢船か

ら新船になり修繕費が削減

漁船の小型化
A 資料4

に関する事項 0改革後（5年目）に削減できる金額
8,171千円

内訳．船舶検査費 6,395千円

修繕費 1,776千円

－沖合底びき網漁業を存続 0綱の巻き取り方法の変更（移動 0省人化による経費の増減

させていくためには、効率 式巻き取り機によるストップ巻き －人件費 7,437千円削減

的な操業体制の構築（省 →ウインチによる直巻き）による －燃油代 3,696千円増加

力・省人）が必要 省力・省人化
0省人化により削減できる経費

生産に関す
省人化に関す

－乗組員数 7,437千円－3,696千円＝3,741千円 資料5-1
る事項

る事項
現状10人 ～5-4 
→改革1,2年目8人

改革3年目以降7人

B －ウインチ2基、ウインチ駆動

用補機関の設置

－沖合底びき網漁業を存続 0漁船の省エネ化 0燃油使用量 合計17.9KLの削減

させていくためには、効率 －船体軽量化と省エネ主機関の導 内訳：船体軽量化と主機関 9.4KL

的な操業体制の構築（省 入 バルパスバウ 3.7KL 

省エネ化に関 エネ）が必要 • / ＼）レバスバウの採用 発電用補機関 3.8KL 資料5ー5

する事項
－省エネ機関の導入（発電用補機 作業灯（LED) 1.0KL ～5-10 
関）

－作業灯火のLED化 0省エネ化により削減できる燃油代
17.9KL×97千円／KLキ1,736千円
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大事項 中事項 現状と課題 取組記号・取組内容 見込まれる効果 効果の根拠

－漁獲物の需要を維持拡大 0漁獲物を殺菌冷海水により船 0鮮度が維持され、仲買人が扱いやすくな

させるためには、鮮度保 上で急速初期冷却し、これをニギ るため、販路開拓を併せて行うことにより需

持機能の強化が必要 ス・アオメエソ（刺身用）、ア力ムツ 要が増加
などは発泡スチロールに、その他
の漁獲物は木箱に荷立てし、施

船上での漁獲 氷したものを断熱材を採用した魚
物の鮮度管理 c 倉で保管する。 資料6

に関する事項

0殺菌冷海水を用いた活魚槽

で、活魚の需要のある魚を活か
し、活魚として出荷する。

－他の沿岸漁業に比べ、漁 圃網の改良（袖網の目合いを拡 0小型サイズの漁獲物への漁獲圧が減少

漁業資源への 獲効率が高く、資源への 大）

配慮に関する 影響が大きい D 現状：30～60mm 資料7
生産に関す 事項 計画：60mm
る事項

①振動により船上作業時の ①バルバスバウ、バルジの導入 ①船上作業時の振動が軽減され、作業環

疲労が溜まりやすい ②フラップラダーの導入 境が向上

船上での作業
②漁船の回転半径が大きい ③モニターカメラの導入 ②回転半径が小さくなり、操作性能が向上

ため、着岸時の操作が容易 ③プ、リッジで機関の稼働や操業状況、作業
環境等の改善

でない
E 中の乗組員の確認が可能となり、安全性が

資料8

に関する事項 ③ブリッジで作業中に乗組 向上

員の様子を確認出来ない

①乗組員の居住スペースの ①十分な居住スペースを確保 ①労働意欲の維持‘向上、プライバシーの

確保 ( 1.1 m2→1.5m2) 確保

漁船の居住環 ②賄室が危険性が高いプロ カーテンの設置 ②安全性の向上

境等に関する パンガス F ②賄室をオール電気に変更 ③労働意欲の維持・向上 資料9

事項 ③トイレが安定性に欠ける ③トイレを和式から洋式に変更
和式トイレ 簡易シャワーを併設

8 



大事項 中事項 現状と課題 取組記号・取組内容 見込まれる効果 効果の根拠

－資源を有効利用し漁業経 0主に狙う魚種別の操業回数を O平均水揚げ単価を上昇させる。
営を安定させるために、単 変更

価の高い魚種への漁獲の ・ニギス狙い：208回→187回（約

漁業資源の有
転換が必要 10%削減）

－アオメエソ狙い：81回→97回（約
効利用に関す G 20%増加） 資料10
る事項 ・年間の操業回数は維持（512回）

－水揚げ（夕方7時まで）から 0仲買人の要望に応じた水揚げ 0物流の可能性が拡大
競り（翌朝3時30分頃）まで 直後の相対取引による迅速な流 0目的地へより鮮度のよい状態での配送
約7時間あり、鮮度低下、物 通 が可能に

流のタイムロスを招いてい 資料

流通・販売
る。 0引き取りまでの問、漁協の冷蔵 11-2 

施設で漁獲物の保管を可能に
に関する事

（高級魚優先）
項

－漁獲物の高鮮度化の取組 0高知県漁協販売部が新たに産 0需要の増加、魚価の維持向上

を単価の向上に反映させる 地買受人として参入

新たな流通経 ためには、この取組を評価し 0取引のない県内加工業者への 資料

路の開発に関 てくれる仲買人、加工業者と H 販路拡大活動 11-2 

する事項 連携することが必要 ～11-3 

・ハモは船上活け〆で出荷し 0新たに活魚槽を利用し、ハモを Oハモの水揚げ金額

ているため、活魚出荷に比 活魚出荷（活魚30%、鮮魚70%) 1,288千円の増加 資料

ベて単価が安い 11-4 

－御畳瀬地域のアカムツは 0高知県漁協販売部が、高鮮度 Oア力ムツの水揚げ金額

他地域の同漁法で漁獲され 化したアカムツを現状より高値 372千円の増加 資料
るアカムツに比べて単価が (30%増し）で買い取り 11-5 
安い

9 



大事項 中事項 現状と課題 取組記号・取組内容 見込まれる効果 効果の根拠

－ニギス、アオメエソが水揚 0ニギス、アオメエソを刺身商材 0地冗でのニギス、アオメエソの普及
げされる他地域では刺身とし として高知市内の飲食店70店舗
て食されているが、高知市内 にサンプル出荷 資料
では刺身商材として流通して 11-6 

流通・販売 新たな流通経
いない。

に関する事 路の開発に関 H 

I頁 する事項 －沖底漁獲物の消費拡大を 0地元での魚食普及・各種イベン 0沖底漁獲物の認知度が向上し、消費拡
図るためには、認知度向上 トでの販売促進 大に繋がる

資料
のため継続的に魚食普及や
各種イベントへの出展が必

11-8 

要。
～11-9 
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(4）改革の取組み内容と支援措置の活用との関係

①漁業構造改革総合対策事業の活用

取組記号 事業名 改革の取組内容との関係

A～H もうかる漁 沖合底びき網漁船の操業による

業創設支援 ①省コスト化、②漁獲物の鮮度向

事業 上、③鮮魚流通や加工品利用の多

様化による販路拡大等により、収

益性の改善実証試験を実施

船名 ：未定丸

総トン数： 19トン

②その他関連する支援措置

取組記号 事業名 改革の取組内容との関係

A～H 漁業近代化 もうかる漁業創設支援事業に供

資金 する漁船の建造にかかる資金の

借入

A～H 漁船漁業再 漁業経営のスリム化による漁船

生事業 漁業の体質強化を促進

( 5 ）取組みのスケジュール

①工程表

年度

A 漁船の小型化

B 漁船の省コスト化

c 船上での漁獲物の鮮度管理※

D 漁業資源への配慮

E 船上での作業環境等の改善

F 漁船の居住環境等

G 漁業資源の有効利用

H 新たな流通経路の開発

2 5 2 6 

事業実施者 実施年度

高知県 平成 27年度

漁業協同組合 ～平成 28年度

事業実施者 実施年度

高知県 平成 27年度

信用漁業協同

組合連合会

未定 平成 27年度

2 7 2 8 2 9 3 0 

※漁船建造に併せた漁獲物の鮮度管理は平成 27年度からの取組になるが、従来船でも可能な鮮度

管理を平成 25年度から取組む。

②改革の取組みにより想定される波及効果

－省コスト化、漁獲物の鮮度管理及び、新たな流通経路の開発によって、漁業経営の改善が進むとと

もに、沖合底びき網漁業の持続的発展が期待できる。

11 
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－高知市内の飲食店及びJFこうち・海の漁心市株式会社で沖合底びき網漁業の漁獲物が取り扱わ

れることによって、地元での御畳瀬の魚の認知度が上がり、さらなる消費拡大が期待できる。

－水産業を基幹産業とする地域全体の活性化が期待できる。

4 漁業経営の展望

＜経費等の考え方＞

高知県の沖合底びき網漁業は、近年の魚価の低迷や経費の増大等を背景に廃業が相次ぎ、直近の

実質操業は1隻のみとなっている。

この状況が続けば、近い将来、高知県の沖合底びき網漁業は消滅し、漁業生産現場での就労の場

の喪失のみならず、産地市場を運営する漁協や流通、加工業者等にも影響がおよび、さらに漁村集

落の衰退が懸念される。

（ そこで、このような状況を打開するために、本改革計画に地域が一体となり取り組むことで低コ

スト・高収益型の漁業経営の確立に向けた漁業の構造改革を推進し、沖合底びき網漁業の存続を目

指す。

＜沖合底びき網漁業＞

( 1 ）収益性改善の目標

単位：千円

項目 現状 改革 改革 改革 改革 改革

(3年平均） 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

収 水揚げ数量（ t ) 345 333 333 333 333 333 

入 水揚げ金額 67,950 68,880 68,880 68,880 68,880 68,880 

支 人件費 24,863 19,858 19,858 17,426 17,426 17,426 

（ 
出 燃油代 7,116 10,080 10,080 10,080 10,080 10,080 

修繕費 10,544 2,373 2,373 2,873 2,373 2,373 

漁具費 1,681 8,181 1,654 1,654 1,654 1,654 

その他 1,556 1,556 1,556 1,556 1,556 1,556 

保険料 1,156 1,922 1,857 1,832 1,782 1,792 

公租公課 342 1,729 1,340 1,061 859 714 

販売経費 14,218 13,419 13,419 13,419 13,419 13,419 

一般管理費 832 832 832 832 832 832 

計 62,308 59,950 52,969 50,733 49,981 49,846 

償却前利益 5,642 8,930 15,911 18,147 18,899 19,034 
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く現状＞

O過去 3 カ年実績の平均（平成 22~24 年度）

＜改革計画＞

O人件費

－人件費（船員）

－法定福利費

－福利厚生費

0燃油代

・燃油費（船）

0修繕費

・船舶検査費用

－修繕費

0漁具費

0保険料

・漁船保険料

（改革 1,2年目） 21,218千円／10人×8人＝16,974千円

（改革3年目以降） 21,218千円／10人×7人＝14,853千円

船員保険、厚生保険、労災保険

現状の人件費に対する比率（0.079）を適用

（改革 1,2年目） 19,628×0.079=1,550千円

（改革 3年目以降） 17,507×0.079= 1,383千円

操業中及び陸上の飲食料品等

現状の人件費に対する比率（0.068）を適用

（改革 1,2年目） 19,628×0.068=1,334千円

（改革 3年目以降） 17,507×0.068=1,190千円

改革後の燃油使用量

(83,718 （過去3年平均） +20、200（増加分） =103,918L) 

H25.10.1時の燃油単価（97円ι）※税込

103,918L×97円／Lキ10,080千円

小型化（19トン）により改革 1, 2, 4, 5年目は検査がない。

3年目の中間検査は、書類審査のみのため費用はほとんと、計上されない。

他地域 19トン沖合底びき網漁船の年間平均修繕費を参考に算出

現状の水揚げ金額に対する比率を適用（比率 0.022)

68,352×0.022=1,504千円

※改革1年目には、ひき綱の費用（6,527千円）を追加

船価： 232,255千円（消費税込）に対する保険料一
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0公租公課 漁船の固定資産税、自動車税、印紙税等

漁船固定資産税に対する償却率は旧定率法を適用（償却率 0.280)

漁船価格： 215,051千円（消費税抜き）

0販売経費

・人件費（陸上作業員） 3,539千円／8人（現状）×6人（改革） =2,654千円

－氷代、 現状の水揚げ金額に対する比率を適用

魚函代、消耗品費 氷代（比率 0.026) 68,352×0.026=1, 777千円

販売手数料、函洗い料 魚函代（比率 0.008) 68,352×0.008=547千円

消耗品費（比率 0.021) 68,352×0.021=1,435千円

販売手数料（比率 0.080) 68,352×0.080=5,468千円

函洗い料（比率 0.009) 68,352×0.009=615千円

－車両保険料 現状値

( 2 ）次世代船建造の見通し

償却前利益 次世代船建造までの年数

（改革5年平均）

16,184千円
× 

20年 ＞ 

（参考）改革計画の作成に係る地域プロジェクト活動状況

実施時期 協議会・部会 活動内容・成果

平成25年3月25日 御畳瀬地域プロジェクト

の設置申請

→平成25年4月5日

平成25年 5月27日 第 1回協議会及び 改革計画案の検討

第 1回部会合同開催

平成25年 11月2日 第 2回部会開催 改革船の検討

平成25年 11月 17日 第 3回部会開催 改革船の検討

改革船設計協議

平成 26年 1月 14日 第 2回協議会及び 改革計画案について

第4回部会合同開催 事業実施者について
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【御畳瀬地域の沖合底むき網漁業の現状と改革の方向性】｜資料1
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経 4
尚南

昌 2

体
数 0

546 554 562 H7 HlS H23 

高知県所属1そうびき沖合底びき網

漁業経営体数の推移

出典：沖底漁業許可船名簿（546～559)

沖底漁場別漁獲統計年報（560～H24)

現状

・漁船の老朽化に伴う修繕費の増大、燃油高騰等が漁
｜ 業経営を圧迫。

－高知県内の 1そうびき沖合底びき網漁業経営体数
く〉昭和46年： 8隻

く〉現在 : 2隻（御畳瀬 1隻）

沖合底ぴき網漁業の消滅危機

－底魚資源には余裕があり、適正な管理を行いながら
利用すれば持続的利用が可能

－沖合底びき網漁業は、御畳瀬市場の全水揚げ量の
78%、全水揚げ金額の 70%を占める当該地区の
基幹漁業（過去 3カ年平均）

改革の方向性

①漁船の省コスト化
②漁獲物の鮮度向上

③鮮魚流通や加工品利用の
多様化による販路拡夫

地域が一体と
なり取り組む

低コスト・高収益型の漁業経営を確立す
るため、漁業構造改革を推進し、沖合底
びき網漁業の存続を目指す。



【沖合底びき網〈かけまわし〉漁業】 ｜資料2-1II 

漁船から伸ばしたひき綱に連結した袋状の漁網を曳航する漁業。高知県で行われている「ーそうびき
（かけまわし、下図参照）Jは、ひき綱・漁網・ひき綱の順に海に投入した後、 2本のひき綱を漁船に固定
して曳航する漁法。
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（高知水試大河主任研究員作図）

①タル、ひき綱投入 ②投網 ③タル回収



沖合底びき網漁業について

－操業期聞は9月～翌年5月

（休漁期間中、乗組員はショウガ農家が雇用）
・主な操業海域は、土佐湾の水深100～400m域
．時速2～4kmで35～40分間曳網

. 1操業は約1時間半

. 1日4～5回操業

－主な漁獲物は、ニギス、アオメ工ソ、ハモなど
・選別は、漁獲対象魚が非常に多種類のため
（右の写真参照）、船上と陸上の2段階選別

・高知県漁業協同組合御畳瀬支所所属の
沖合底びき網漁船

漁獲された魚純一部 ｜｜｜資料2-2 I 
（土佐湾域は漁獲対象が多種類）
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資料3

高知県漁協御畳瀬支所の漁業種類別水揚げ

小型

底びき網

本延縄他
釣り漁

2t{O%) 

叶唱A
J寸・ロ

底びき網

345t{78%) 

漁業種類別水揚げ量

｛平成22～24年度の平均合計443t)

一本 延縄他

釣り漁 122万円

277万円 {1%) 

叶唱A
ITロ

底びき網

6795万円

(70%) 

漁業種類別水揚げ金額

｛平成22～24年度の平均合計9,670万円）



【漁船の小型化に関ゆる事項】 局！！:41
課題：漁船の老朽化による修繕費の増大や船舶検査費が漁業経営を圧迫

・20トン未満船になるため船舶検査費用が削減

－昭和52年建造（船齢35年）の高齢船から新船になり修繕費が削減

l船舶検査費と修繕費について｜
（単位：千円）

（ 支出金額 '. 削減金額 , ';I 

改革 融草 叢草 E駐車
11, 2, 4., ~ 3！年自 1, 2, 4, 5 3年冒

年薗l 年国
r 「~

船舶検査費 ； 6,395 。500 6,395 s,s9s 11・見込まれる効果

修繕費 ｜｜ 4,il4tl ll 2,Al家主 ｜！ 乙！7iII l 1lei II I,7積 111漁船の小型化により
改革5年目で年

£注同 言十 』 10,544 2,373 2,873 8,171 7,671 118,171千円の削減Eコ ' . 



【漁船の省コスト化に関する事項】 ｜資料5-1

課題：沖合底びき網漁業を存続させるためには、効率的な操業体制を構築

（省カ・省人）することが必要

1ゆ ｜取組内容：ひき綱の巻き取り方法の変更による省力量省人化 ｜ 

｜・従来船の綱の巻き取り方式 「移動式巻き取り機」による巻き取り｜

・綱の巻き取り
・危険な重りチェーンの
取り込みもあるため、左
右それぞれ3～4人が作
業する。

・綱の返し作業
・綱の巻き取り後、次の操業までに
綱の返し作業が必要。

・チェーンを含むひき綱約1,900mを
ひっくり返す重労働で、漁獲物選別
中に1人で行う。

揚網時の乗組員の配置 l

｜． －－－－乗組員
哩L畠JL.Cミ



【漁船の省コスト化に凶する事項】 資料5-2

｜・改革船の綱の巻き取り方式 「直巻き方式Jを採用 地 ｜ 

0設置

・ひき綱巻き取り用ウインチ2基
．ウインチ駆動用補機関

0メリット
・ウインチ操作は1人
．綱の返し作業が不要

今労働量削減により省人化が可能

揚網時の乗組員の配置

｜揚網作業」~ 5~での揚網が可能（= ! ~－－＿］ 

W.HOUSE PLAN 

選別作業｜ 斗揚網中ーも「選別戸時に－TJ 



【漁船の省コスト化に関する事項】

｜乗組員数について 吋 I 

｜現状l ｜ 改革
3年目以降！

乗組員数 1;1 C>＼人 8人 フム

｜乗組員の年齢構成について し ｜ 

12 

／~ 
10 マ， ・70代
8 • 60代

案採 6 
〈

個 50代

4 • 40代

! ·~.： . ..::;;;::•' Y: ・30代
20代。 司 』

現在 改革後

資料5-3

－綱の巻き取り方法の変更により労働量

が削減されるため、乗組員数を削減0

・作業に慣れるために徐々に乗組員を減

らしていくこととし、改革3年目以降に7

人体制とする。

〉 ｜高齢化した乗組員が順次、引退予定

｜若手の乗組員が多く乗船
〉 ーシ若手乗組員は確保済み



【漁船の省コスト化に臨する事項｝
｜省人化による各経費の増減 r：プ ｜

E削減できるもの・・人件費

mEm ｜過去3カ年の平均 ［ ｜改革3年目以降 ｜ 匝匪霊里
盆 額 1;i ,4~a乎同

E増加するもの－－燃油代（ウインチ駆動用補機関）

操業時

料
静
川
一

燃
消
弘
一

稼動せず

I~；~~ I 1 t ！燃料使用量
(f!,／日｝

8.5 2,000 145 237 40.0 340 

合計 「「
l山 ω 増間｜
燃油消費量 ｜ 

議l＇~L _ Jl三1，，子同／κL

l省人化により削減できる経費 -~ I 

｜増加叫油代 I 

資料5-4

油圧ポンプ駆動装置機関
6CXBP-GT×EZ454-3U 

！日 一 時 起』

、注目 r人.＿.＇＂clI ·• • 圏一

-・ ・・..、，2何回’
喧~

112 38.1 

門人化問増加する
燃油代

｜省人化吋
削減金額 ｜ 

~，74-l手間

置見込まれる効果

省人化により年間

3,741千円の削減



【漁船の省コスト化に関する事項】

新たな課題：沖合底びき網漁業を存続させていくためには、

効率的な操業体制の構築（省エネ）が必要

ι〉｜｜ 耳地内容：j鰍 の省エネ11ヒ

137トン型現状船 ｜ 

19トン型改革船 , ＿＿＿＿プ 1

' 

F資料5-5I 



【漁船の省コスト化に局する事項】

｜取組内容①：船体軽量化と省エネ主機関の導入 ｜

総トン数（トン）

F-~P 

37トン ム
一
一附

一
量

一例

一
水

一速

」
相

一船

ヨ

ン

R
一
ト

「
F
n
H
J

4
4
 

置理額調・E霊軍司匝IE!国？曙．E軍軍軍i
2~ .. ~.~ 24.2.i 

I~告l l燃料 l消費率
(g/kWh) 

l燃料消費量
(e/H) 

ヤンマーエンジン
6N165-EN 

92 

30 8.5 800 110 232 

合計 ．．． ・・圃
一
料
棒
帥
一

一

首

自

問

l
k
一

一
燃
獄

W
一

［燃料
消費量

(e/H) 

燃 料 ｜
使用量｜
(Ke／年｝｜

ヤンマーエンジン

6RY17Q-GW 

237 31 

食言十 !;40 

［見込まれる効果年間9AKLc13.4－%）例妙丁



【漁船の省コスト化に関する事項】

取組内容②：バルパスバウの採用

｜期日｜

バルバスバウを装備することにより、 11'ノットの運行速力において、 12%程度の燃料消費量
の削減効果が認められるという、海洋水産システム協会の研究結果報告がある。

E霊園

I＼バルパスバウ ｜ 

［なし ｜ 

往復走行時 10 

燃料 1;1

使用量 ｜ 
(Ke／年）｜

30.9 

E!ll・

バルパスバウ
Fあり

｜見込まれる効果：年間 3.7 K cc12~0%）の減少γ ］

燃料 ｜ 

使用量 ｜ 

(Ke／年｝｜

30.9×0.8$=27.2 



【漁船の省コスト化に倒する事項】

｜取組内容③：省エネ機関の導入（発電用補機関） I 

？
 一船一状一一一現

F
ム

＼

・ ト器• 
合計

機関｜

回転数｜

(min・1) I 

一…料
龍
一
判
一

寸燃
消
印
刷
一

往復走、待時

操業時 68 1,800 27.9 242 8.0 112 7.6 

11.l 

r改時 l 1:1告l
l燃料使用量

(Ke／年｝

22 

45 

時）I 
l燃料l消費量
(e/H) 

往復走行時

操業時

s.~ 

5.3 

1,SOO 

8.5 1,800 19.1 237 

合計

［見込まれる効果年間－3.8Kl_(33.9引の減少－ I 

｜資和平l

ヤンマー船舶用補機関

4PHL-N×30KVA 

定格出力：27.9kW

ヤンマー船舶用補機関

YMGN20B 

定格出力：19.lkW



【漁船の省コスト化に関する事項】

l取組内容④：作業灯の1LE11f:>；化 ｜ 

・現状船

＼消費
電力

・改革船

I' ：~~－－ 

臨E
,ctrl1／目

匝彊

｜吋料｜
消費率 ｜ 

I~設1

i剣山｜

LED投光器（420w型sow)
TGD-MRSOW-D-FF（集光式）

・・，..曹三司日・・－．．． ，孟ム司畳竺±ヨ•J•• •・・圃

fl'.$5 

・・，.. －－司副里堅固． ．．． ，ニ‘’ー－－－－1・・・・・・

l年間消費 ｜ 
A重油量 ｜ 

1,11~t 

ト年間消費｜
A重油量 ｜ 

lY~l 

周込まれる効果作業灯のしED化により年間1.0KL(84.8%）の削減 ｜ 



資料5-10【漁船の省コスト化に臥する事項】

削減で、きる燃油使用量について J

｜ 記載場所 ｜ ｜燃油の削減量（KL)1- 項目

合計

省エネ化による削減金額について

省エネ化により削減できる｜

燃油代 ｜ 
周
回
一－z
・

［省エネ化問脈きる l
燃油消費量

・見込まれる効果
省エネ化により年間 1736千円の削減



【船上での漁獲物の鮮度管理に関する事項】

｜課題：漁獲物の需要を維持拡大させるためには、鮮度保持機能の強化が必要 II 

~~仁平 取組内容：⑦紫外線殺菌装置、海水冷却装置の導入

②魚倉は断熱材を採用

③活魚槽の設置

魚倉は断熱材を採用

キール部分のタンクに殺菌冷海水を貯蔵

：~＝~ 1ヘ＂＇~I 年間3.2KL

資料6-1

燃油を使用

ポンプ
ー 一一l紫外線殺菌装置 一一一

外海水取入
一一一一 一一一ーモ三呈F

タンク

「~ ［ 活魚用 1 

~i 魚洗浄 J 

紫外（一深支菌装置、海水冷却装置の議了審図



【船上での漁獲物の鮮度管理に関する事項】

②木箱や発泡スチロール
に荷立てし、施氷

①漁獲後、 殺菌冷
海水で初期冷却

ょ，，..－プ：11 1 －·－· ~·－ ·－ ·－·－·－·－·－·－·－

・発泡スチロール
ニギス・アオメエソ（刺身用）、
ア力ムツ、キダイなど

③断熱材採用の魚倉で

クーラーで冷却処理

津＼米46-21

殺菌冷海水を用いた活魚槽で、
活魚の需要のある魚を活かす

" 

(Cl司fll'.5備品(;I.I＜（”
,.....u,,1 

益皇主主！？＆

見込まれる効果：鮮度が維持され、仲買人が扱いやすくなるため、
販路開拓を併せて行うことにより需要が増加



【漁業資源への配慮に関する事項】 ｜資料11
課題：他の沿岸漁業に比べ、漁獲効率が高く、資源への影響が大きい

n==>ll取組肉容：網の改良（袖網の目合いを拡大）－ I 

－当プロジェクトの漁船・漁具漁法合理化支援部会委員の

驚藤氏の助言をもとに網の構造を変更

網の図面

『『、、h旬、、、・－
『、宅、

:;01ゆ I .JI一 三〉
I I E 、........ ,, 

現状・ • 60mm 33mm 30mm 

改革後－－ 60~m 

－－〆町
，..－戸r

之J:－晶
..1 r~ ＂ I .，品一，

見込まれる効果：小型吠イズの魚介類の漁獲量Fが減少



【船上での作業環境等ぬ改善に関する事長】

課題

①振動により船上作業時の疲労がたまりやすい

②漁船の回転半径が大きいため、着岸時の操作が

容易でない

③漁労長がブリッジでイ乍業｜中に乗組員の様子を

確認出来ない

見込まれる効果

・ノミjレバスバウ
．ノ幻レジ
・フラップラダー
．モニターカメラ

船上作業時の振動の軽減、航走時の省エネ化

漁船の横揺れが軽減され、船上作業環境が向上

回転半径が小さくなり、操作性能が向上

ブリッジで、機関の稼働や操業状況、作業中の乗組員

の確認が可能となり、安全性が向上

｜資手お－｜



【漁船の居住環境等の改善に関する事項】 ｜資料91
自
一
台

項
一
①

課題

居住スペースの確保（l.lm2)

取紐内容

十分な居住スペースを確保（l.$m2)

カーテンの設置

安全なオール電気に変更

安定性のある洋式トイレに変更、

簡易シャワーを併設

・改革船
（イメージ写真）

②賄室

③トイレ

危険性が高いプロパンガス

安定性に欠ける和式トイレ

・従来船

見込まれる効果：労働意欲の ~·1持・向上、フライバシーの一保、安全性の向上



【漁業資源の有効利広jこ関する事項】 ｜資机0-il
・現状
沖合底びき網漁業の主な漁獲物はニギスで、 水揚げ量の55%を占めている。次いで、 アオメ

エソが11%、ハモが8%、キダイが3%となっている。
一方、 水揚げ金額でもニギスが31%を占めており、次いでアオメエソが10%、ハモが10%、

アカムツが7%となっている。

・ニギスの水揚量が多いにもかかわらず水揚げ金額の割合が低い理由
．主な利用が干物加工であること
－干物加工業者の減少による需要減

アカムツ

8.9トン

ハモ
26.6ト

ン（8%)

魚種別水揚量と割合

ニギス
191.1トン

(55%) 

（平成22～24年度の平均合計345トン）

450万円

(7%) 
(3%) 

ニギス
2,140万円

(31%) 

魚種別水揚金額と割合

（平成22～24年度の平均合計6,795万円）
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【漁業資源の有効利圧に関する事項】

（独）水産総合研究センターによる調査結果

事 i J • 

事量

""" 

J! 

｜制 10-3I 

島国．

Z語、

（独）水産総合研究センター堀川博史（農学博士）著

黒潮の資源海洋研究別冊「土佐湾底魚類の魚類暦」抜粋

調査船で採集した魚介類の平均個体重量を、月別水深別に公表

漁労長は、この調査結果も参考に漁場を選定して操業



【漁業資源の有効利用に関する事項】

｜ニギスのアオメ工ソの資源にフいてj
局料10-4I 

i魚種量（干に）
2,500 

操業隻数

2,000 

A

斗

吋

コ

勺

4

4

4

ーーーアオメエソ（t)
9 

ー一一一ー一・ 8 

ーーーニギス（ t) 一一-lo7 

1,500 一一一一ー6

s I I 150 

1,000 

500 

0 ：・・・・・・・・・・・・・・・・・ E 圃圃圃圃圃圃・・圃国綱同開 fて．．．． 町圃了：0 

1971 1976 1981 1986 1991 1996 2001 2006 2011 年

1そうびき沖合底びき網漁業の
漁獲量と操業隻数の推移

『『4』 ．

操業隻数の減少に伴い、漁獲量も減少

漁獲量（kg／回）

300 

操業隻数（隻）

7 

r

o

r

コ

n斗
、

3

吋，

ι

250 

200 

100 

。！羽鍔哀れマ巧〆ヤ？？ ! _J。
2008 年

1そうびき沖合底びき網漁業の
1回操業当たりの漁獲量の推移

『－」－'l ~ L哩－

操業隻数が少なくなると、 1操業あたりに
獲れるニギス、アオメエソの漁獲量が増加

ニギスとアオメエνは資源に余裕あり



【漁業資源の有効利広jこ関する事項】

l主に狙う魚種別の操業回数 ｜ 
I 年間操業回数 ｜ 

敢寧後 』一一一一一

ニギス 208 187 約10%削減

約to%増加

ハモ 112 112 

合計 512 512 年間操業回数は維持

期待される魚種別水揚げ量と割合

その他 アカムツ

アカムツ t 一一一ー」1 5.5トン

5.5トン（2%）ヘ
ニギス ＼

{2%) 

キダイノ／「 キダイ
山 1トンJ

8.9トン｛3%) {55%) 8.9トン

(3%) 
’一－－－－-

ハモ」
.－目A.、" ハモ

26.6トン 、ヘ喝え＇・

26.6トン
(8%) 現状

{8%) 
（平成22～24年度の平均合計345トン）

｜資料10-5l

その他

ニギス
171.7トン

{52%} 

改革後

（合計333トン）



【新たな流通経路の開発に関する事項】

課題：漁業経営を安定させるために、需要の動向に応じて流通販売方法

を見直し、水揚げ金額を増やす

一ーーー～ーー～～～ーーιーーーー－一一ーーーーーー一

園全体的な取組

①仲買人の要望に応じた市場の競りを介さない迅速な流通

②高知県漁協販売部が新たに仲買人として参入

③取引のない県内加｜工業者ヘ加工商材として販売

E魚種別の取組

①ハモの活魚出荷（活魚30%：鮮魚70%)

②漁獲時から鮮度管理を徹底した高鮮度アカ｜ムツの出荷

③ニギス、アオメヱソを刺身商材として県内飲食店fこ普及

・地元での魚食普及・各種イベントでの販売促進



【新たな流通経路の開発に関する事項】 ｜資料1日 ｜

全体的な取組⑦仲買人の要望に応じた相対取引による迅速な流通
〈地完仲買人了承済）

・現状
水揚げから競りまで約7時間

→鮮度低下、物流のタイムロス

相対取引による迅速な流通

－物流の可能性が拡大

－目的地ヘより鮮度のよい
状態での配送が可能に

水揚げ 1r 相対取引

～19時 iによる出荷
!Q時～

2的
競り 競りによる
翌朝 出荷

3時30分～ 翌朝4時～

全体的な取組 ②高知県漁協販売部が新たに産地買受んとして：参入

・御畳瀬市場の現状
－アカムツなどの高級魚が他地域に比べて安価
－釣り漁業に比べて安定的に魚を確保することが可能
－高知市中心部に近く、県内の主な水揚げ地に比べて交通の便が良い
今平成25年12月より参入し、積極的に買い取り開始



【新たな流通経路の開発に関する事項】

全体的な取組

③取引のない県内加工業者に加工商材として販売

・現状
圃ニギスは県内外で干物加工されている。

－干物加工業者の減少によりニギスの需要も減少
．販路拡大活動はこれまで、行っていない。

仁平 ｜取引のない県内加工業者に販路拡大活動を実施 ｜ 

てと＼／ケ

H25.10～ 
・県内加工業者7社にザシプルを提供

六七＼／ケ

・3社で利用決定、 4社で利用を検討中

．今後も販路拡大活動を実施

［見込まれる効果需要。日開；魚価の維持向上｜

l資料i1~31



【新たな流通経路の慌発に関する事項】

魚種別の取組①ハモの活魚出荷（活魚30%：鮮魚70%)

｜資料ll-41

圃御畳瀬地域のハモについて
活魚出荷の方が

単価が161円高い！

活魚

円
周
円

4
4

「
L

F
3

4
よ

一勾

L

n

斗

｜ 漁業種類 ［ ｜水揚げ時の状態｜I H22～24年度の平均単価｜

ぜ＼／と~.I嘉吉可
沖合底びき網漁船の活魚槽を利用し、一部（30%）を活魚出荷！

~ 

l__ －~－~~~＿＇時一郎平均 J 改革後 J 
水揚金額 II 11¢.揚量 ｜！ 単価 I~ 1~揚金額

’L 
＂司’ H

E’ 
船上活〆 26.6トン 251円 6,677千円 18.6トン 251円

活 魚、 ］「 11-一寸r II －~.0トン

合計 ； Z 26.6トン
、＂一唱‘ 

6,677千円 ’•， 26.6トン 7,965千円

dト 小

ハモの水揚金額1288干円アップ岡込まれる効臭1



【新たな流通経路の開発に関する事項】

魚種別の取組②高鮮度ア力ムツの出荷

・沖合底びき網漁業で水揚げされるア力ムツについて

｜ 水揚げ地域 ｜ H22～24年度の平均単価｜

コ
高知県高知市御畳瀬 1 226再

島根県浜田市 1,413円

島根県浜田市の方が
587円高い！

直料u=s一一

ミ丈／た~J 新氏参入する高知県漁協販売部に御畳瀬のアカムツを確認してもらうと・

「鮮度的に問題なく、現状より高値（30%増）で買い取り可能」とのことo

t辻~

I H2i～•24年度の平－均 三 ｜ ！ 改革後

Jk揚量 水揚金額 単価 水揚金額

従来の産地仲買人 主5.5トン 826円 4543千円 4.0トン 826円 3,304千円

高知県漁協販売部 「 －「「下一 「 ILSトン If 1,014円

合計 5.5トン

II見込まれる効果］ 1 ア州ツの水揚金額372干円アω プ



【新たな流通経路の開発に関する事項】

魚種別ぬ取組
⑧ニギ泉、アオポlエソを刺身商材として県肉飲金庫：に普及

・現状
・ニギス、アオメエソとも刺身商材として高知市内に流通していない。
圃ニギス、アオメエソが水揚げされる他産地では刺身として食されている0

．御畳瀬地域は高知市内中心部まで、車で、約20分と近い。

戸三「 ｜そこで、 JFこうち・海の漁心市株式会社に依頼し、
＼＼／ど高鮮度ニギス・アオメエソを飲食店70店舗にサンプル出荷

【飲食店の評価】

｜資料11-6I 

「鮮度はよい。主役の食材にはならないが、今日の一品としてメニュー化は可能。」

アオメ工ソの刺身

見込まれる効果：

ニギス、アオメエソ
の普及



【新たな流通経路の開発に関する事項】

I 現状
(H22～24年度）

ニギス

一＿＿＿＿.

ハモ

見込まれる
効果

21,403 

J,,,'0~1' 

6,677 

語，~3

28,278 

水揚金額が現状より増加

112 操業回数10%削減

l ~o l '1' :ro物種卵

299 

ぽ料山｜



【新たな流通経路の開発に関する事項】

取組内容：地元での魚食普及・イベント等での販売・PR,

eJFこうち・海の漁心市株式会社で、の

店頭販売

・親子料理教室（高知市中央卸売市場）

・土佐のおさかなまつり

｜資料ω ｜



【新たな流通経路の開発に関する事項】 ｜資料ω ｜

第1回ボタ焼まつり
・ボタ焼き・・ニギスなど干物として出回ることが多い魚を生の

まま網で焼く、御畳瀬の名物。

・ボタ焼まつり・・御畳瀬地域から「ボタ焼き」を発信し、「地域に
活力を」と開催

・来場者数－－約1,100人

｜克込まれる効果：認知度~消費拡大 l



l資料山oI 【新たな流通経路の開むに関する事項】
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.Jtυっとした沖ウル)!CfJ‘末周に開く 〈満期111

湾（；＂・6次産業化への取組
圃平成22年頃から沖合底びき網漁獲物の干物加工を開始0

・干物のほか、ニギスのフライなどの加工品も開発中。

6次産業化認定

新加工場を建設
－平成24年 2月
・平成25年10月

知組亨j
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山
内【新たな流通経路の開発に関する事項】

御量瀬地区の沖台底びき網漁業漁獲物

・天ぷら蒲鉾類（地元製造）

・沖うるめ（ニギス）干物（地元量販店販売）

・めひかり（アオメエソ）丸干（地元量販店販売）



【地元行政の支援】

｜｜ 高知市 ｜
・第S次高知市漁業基本計画

｜資料山｜

会9施策の中i三『底ぴき網漁業の振興J及びf魚食普及と地産地消・外簡の推進jを盛り込み，御畳瀬
地区の底びき網漁業と地域活性化策について，県・漁協等と連携し取組みを支援＠

－底びき網漁獲物の加工流通事業の補助

－御畳瀬ーを水揚げされた魚の料壇教室やイベント等での販売・PR清動の支援

．学校給量さ等への水産物の利用促進

－新商品開発等を自的として他産業との連携支援等

置こ／れまでの具体的怠支援肉容

平成21年1月！二設置した御量瀬地区の漁業再生と地域の活性化を図ることを自的とした地域活性化

協議会に対して支援。
ー平成21年10月「ねえゃん御畳瀬祭りj開催
（沖ヲルメフライ試作・販売や沖合底ひき網で獲れた活魚の紹介等実施）

－平成~2隼10月「:J4；ミテザバjレ主佐第諸国ふるさとまつりJ～の県漁協御豊瀬支所参加支援
御量瀬の魚のPR及び地域活憧化ぬ支援

ー新規漁業就業者支援事業の支援（事業主体；高知県漁協御畳瀬支所）



【地元行政の支援】

｜高知県 ｜
高知事

一 慣料斗2一一一

「底びき網漁業の振興Jは、高知県水産業分野の産業成長戦略のーつlに位置づ、けられ、
県が積極的l二支援。

・1二れまでの具体的な支援内容
－力日工業者への販売促進支援
－高知県漁協販売部の仲買人参入支援
・主佐のおさかなまつり、親子料理教室など地元での魚食普及
及びイベント等での販売・PR支援

・ニギス、アオメエソの刺身商材としての県内飲食店への普及支援
．新規漁業就業者確保事業の支援

同
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